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Abstract

Thepurposeofthisstudyistogetabasicconceptsanddefinitiononphysicaleducation

managementaswellastoresearchacasestudyoninfantphysicaleducationinaprivateagency.

Theresultswereasfollows:

1)Thebasicconceptofmanagementofphysicaleducation,concerningparticularlywiththe

managementbodyinsportandundoushabehavior,canbedefinedasfollows:Themanagement

bodyinsportholdtheviewthatphysicaleducationserviceorganizationprovidesseriesofplanning

services,establishingservicesandadministratingserviceforundousha.Themanagementbodyin

sporthasfivecategories;1.schools,2.areas,3.workplaces,4.publicfacilitiesand5.commercial

facilities.

2)Thebasicconceptofundoushabehaviorisdefindedasbeingonethatenablestheundousha

approachtheplayground,leavetheplaceormovefromoneplacetotheother.Thebehaviorhas

threecategories;1.actualundousha,2.conventionalundoushaand3.nominalunndousha.

3)Thebasicconceptofundoushaisdefinedthattheundoushaisahumanbeingfromthephysical

educationviewpoint.Theundoushahasfourcategories;1.areaundousha,2.programundousha,

3.clubundoushaand4.stayundousha.
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4)Thebasicconceptofmotivationisdefinedasthefollowing;1.amotivationfunctioninthe

behaviorpattern,and2.aprocessthatleadsinadifintedirection.Themotivationhastwo

categories;1.extrinsicmotivationand2.intrinsicmotivation.

Theresultsfromquestionnairedataareasfollows:

1)Noconcreterelationshipexistsbetweenattracitivefactorandmotivations.

2)Thereexistssignificantdifferencebetweentheyearcontinvationandmotivationinextrinsic

motivation.

KeyWords：infantilephysical,managementbodyinsport,undoushabehavior,motivation,

attractivefactor,managementofphysicaleducation

はじめに

近年，科学技術の発展に伴い，パソコンやインターネットの普及が急速に進んでいる。この

情報化社会の到来は，子どもの生活形態にまで様々な影響を及ぼし，今後もさらに広がるであ

ろうと予想される。また従来からのテレビゲーム人気も衰えを知らず，ますます勢力をあげて

きている。このように子どもを取り巻く社会的・文化的環境が多種多様になってきたことによ

り，戸外遊びの機会を少なくし，子どもの運動不足や身体的な発達について多大な影響を及ぼ

していると えられる。そうした現状を子ども自身が自覚的にどう捉えているのか，或いは保

護者としての親がどの程度認識しているのであろうか，またどのくらいそのことについて関心

を抱いているのだろうか。本研究はこのような問題提起から進められることとなった。

子どもを取り巻く社会環境の変化の１つに民間スポーツ施設の増大，利用者の増加をあげら

れる 。これは，人々の健康に対する関心の高まりを示唆しているように思われる。しかし，民

間スポーツ施設が増加したことにより，スポーツクラブの競争は激化し，また顧客ニーズの多

様化に伴い，いかにして利用者のニーズを的確に把握し，それに合ったサービスを提供するか

が民間スポーツ施設にとって重要課題の１つとなってきている 。すなわち，利用者のニーズに

応えるべく，民間スポーツ施設の質の向上が問われるようになってきた。さらに，公共スポー

ツ施設においては，施設の整備により公共スポーツ施設が従来の 安くてサービスが悪い か

ら， 安くても立派で良い指導 を提供する場となりつつあり，それにより，民間スポーツ施設

の対応も困難なものとなってきている 。このような変化から，スポーツサービスの質や量が拡

充し，今日のスポーツ施設の問題状況に基本的な変化をもたらし，近年，エリアを公共が提供

し，運営を民間が行うという委託経営の形態が増加しつつある。

そこで本研究では，まず民間体育指導者に体育指導の一部を委ねている幼稚園（ここでは民

間体育指導を依頼している幼稚園―以下単に幼稚園と呼ぶ）を中心に，その施設利用者（幼児）

の運動者行動（施設への接近行動）に着目し，幼児の運動行動に至った経過をエリアサービス
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（A.S），プログラムサービス（P.S），クラブサービス（C.S）の３側面から調査する。また，継

続年数や魅力要因については心理学的側面からのアプローチを行い，動機づけとの関連性も併

せて検討することにする。

１．研究の方法

スポーツ経営体の概念，運動者及び運動者行動の概念を文献により把握した。また，先行研

究によって，スポーツ施設への運動者行動の要因，条件を明らかにした。さらに，スポーツ施

設へ向かう運動者の動機（運動欲求）に着目し，文献により，マネジメントにおける動機の概

念を心理学的側面から明らかにした。加えて，先行研究により，スポーツ施設におけるプロダ

クト について把握した。

これらを踏まえた上で，実際の幼児体育指導サービスを受けている子どもの親を対象とし，

アンケート調査を実施した。調査日時は1999（平成11）年５月下旬から６月上旬で，実際に体

育指導が行われている幼稚園において配布・回収した。有効回答数は206名，回収率は98％であ

った。調査項目は，主体的属性（年齢，入会目的，継続年数等），運動属性（運動生活，頻

度），運動との関わり，さらに動機項目として５つのレベルから10項目を設定した。

また，魅力項目の検討を進めたところ，宇土 はスポーツ施設の誘因としての要因を１.スポ

ーツサービス，２.指導者，３.システム，４.施設の順に分類している。本研究では，魅力項目

について，この分類を参 に研究を進める。

２．結果及び 察

2-1 スポーツ経営体

2-1-1 スポーツ経営体の概念

経営体について，全体的に捉えると 経営体とは仕事を担当する人々の集団であり，経営活

動を任務として責任づけられた仕事のための集団である。経営体は，それ自体が生きた生活持

続体であり，さらに自己の充実，発展を自己目的とし，主体的な自主的な活動を営むもの と

定義づけられる。

また，経営体について，極めて限定的に捉えると 体育・スポーツ経営の仕事をする人 ｛々体

育者を含む｝によって構成された集団であり，経営活動の遂行を目的とする組織体が体育・ス

ポーツ経営体である。すなわち，体育・スポーツ事業 が企画，設定し運営するといった一連の

サービスを直接，運動者に提供する働きを持つ組織体である と定義づけられる。ただし，同

じ概念であっても，その機能により，様々な立場からのアプローチがなされている。
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体育・スポーツ経営体の分類としては，その形態的特徴から 体育経営だけを行うことを目

的につくられた独立的体育経営体 と もともと体育だけのための経営体ではなく，経営体の

活動の一部として体育が扱われるような部分的，寄生的体育経営体 とに分けることができる。

体育経営体の分類 （図１）はまた， 直轄経営か委託経営｛部分委託，全面委託 ｝か という

観点からの分類もある。

さらに，その経営体が公共的か，または私的なものであるかによる分類として，体育経営体

の分類 （表１）をあげることができる。

本研究では，この概念をそのまま用い，スポーツ経営体の分類については，公共の体育経営

体から部分委託された私的な民間（商業）スポーツ経営体を研究対象とし研究を進めた。

2-1-2 スポーツ経営体の特性

スポーツ経営体の分類としては，１.学校，２.地域，３.職場，４.公共施設，５.民間（商業

的）スポーツ施設の経営体の５つが主要なものとされているが，本研究の研究対象とする部分

委託された民間（商業的）スポーツ施設は，企業性をめぐって他の４施設とは基本的な違いが

ある。

独立的体育経営体 部分的，寄生的体育経営体

体育の

経営体

母体としての

経営体

体育の

経営体

例）公営の運動施設

商業的（企業的）運動施設

例）学校，職場，地域の

運動施設

出所：宇土正彦ら 体育管理学入門 大修館書店，1976年，19ページ

図１ 体育経営体の分類

表１ 体育経営体の分類

体育スポーツ経営体

公共的

学校の体育経営体

地域の体育経営体

施設の体育経営体

私 的 商業スポーツの経営体

職場スポーツの経営体

公益団体，宗教団体等

出所：宇土正彦ら 体育経営管理学講義 大修館書店，1989年，32ページ
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学校の体育経営体については，公立学校，私立学校も含めて 学校が特定の運動者｛ここで

は生徒，児童｝に直接触れながら体育事業を自ら営む働きをしていること に着目し，体育経

営体として捉えている 。その特性として，運動者にとって他の領域には，全く例をみない 教

科としての体育｛必修｝を中心に，活動の時間がきちんと確保され，指導者や仲間の条件にも

恵まれている ことを，最大の特性としてあげることができるだろう。

地域 の体育経営体については 地域住民の体育・スポーツ活動を振興することを目的とし

て，各種の体育事業を提供する営み が地域の体育経営といえる。その地域の体育経営体にお

ける社会的な経営目標としては，地域の活性化，コミュニティ意識の高揚，青少年の健全な育

成 などをあげることができ，直接的な目標としては，心身に及ぼす好ましい影響を活動者にも

たらすことをあげている。さらに，地域の体育経営の特性については， 学校や職場と同様，寄

生的体育経営体であるが，母体の活動目的と体育の結びつきの強さの点からは，職場より学校

に近いもの といわれている。

職場の体育経営体の形態としては，各々の企業目的を遂行するための組織体の中に，体育の

ための組織体が部分的に位置づけられている形態 である。さらに，母体となる経営体（職場）

は，学校の場合と違って体育を含まなくても成立するものであるため，経営者の態度により，

体育経営体の位置づけは異なってくる 。

公共施設の体育・スポーツ経営体については， 施設独自の方針をもって，運動者に働きかけ

て体育スポーツ事業を提供する機能を持つ 経営体とされている 。公共施設の場合，設置者に

よって，国の施設，都道府県の施設及び市町村の施設の３つに分けることができる。そして，

その各々の経営目標は異なってくる 。

市町村の施設としては，住民との関係が最も密接であるという点から，施設を核とした地域

（コミュニティ）づくりを究極的な目標としている。また，都道府県の施設については 県全体

の体育振興のための各地域（市町村）の指導者養成，県レベルの各種運動競技会開催のための

施設の提供 等，県レベルで 慮されるべき問題の解決に沿った目標設定が必要である。さら

に，国の施設については 国際的あるいは全国的な競技会の開催のための施設の提供，体育の

指導者の養成や研修 等，国レベルで行う事業の提供を経営目標として設定すべきである 。こ

基本的な構成要素

HardWare ＋ SoftWare ＋ HumanWare

生活者

消費者

スポーツ市場

図２ スポーツ事業の基本的構成要素

出所：牧川優 スポーツ＆フィットネスの将来を える 体育経営学研究，

1993年，91-94ページより作成
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れらを踏まえて，公共施設の最近の傾向としては 施設の経営を公社や事業団に委ねる 委託

経営の形態 をとる自治体 もみられている 。

民間（商業的）スポーツ施設については，スポーツを商品（交換財｛スポーツ事業｝）とする

ものであり，それら商品（スポーツ事業）を運動者に提供する独立体育経営体である。宇土

は，民間スポーツ施設の商品の基本的な構成要素を以下のように示している（図２スポーツ事

業の構成要素）。さらに，牧川 は，その民間スポーツ施設の具体的な商品の概要を次のように

示している。

高度経済成長期には，施設の規模の拡大もみられ，単独施設の他，複合施設が増加する傾向

もみられたが，さらには，都市型施設だけではなく，リゾート型施設の進出も顕著であった 。

消費者

入 会 会員権の購入

利 用 施設利用に基づく施設利用の契約

満足度

対 価

価 格

判断指標

施設

ハードウェア

施設の規模，種目構成，設備

トレーニングマシーン等

運営

ソフトウェア

会員制度，料金体系，経営理念

経営状態，プログラム等

各種サービス等

人

ヒューマンウェア

会員数，会員層，指導者

スタッフ数等

商品 形のない物

エリアサービス

クラブサービス

プログラム

サービス

運動スペースの確保，施設，設備，器具の

メンテナンス，清潔，安全，快適，機能的

なレイアウト，使いやすい

優秀な指導員，気持ちの良い対応，良い雰

囲気，仲間がいる，いつでも利用できる

会員のニーズに合った多種・多様なプログ

ラムの提供，運動プログラム，メディカル

プログラム，ストレスマネジメントプログ

ラム等

出所：牧川優 スポーツ＆フィットネスの将来を える 体育経営学研究，

1993年，91-94ページより作成

図３ スポーツ施設商品の概要
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特性としては， 民間（商業的）スポーツ施設の経営は，綿密な市場調査を基にした立地の上

に，料金の設定，広告，宣伝，人員，組織等々の検討を踏まえた経営戦略をもって臨んでいる

こと が大きな特徴とされている。

2-2 運動者行動

2-2-1 運動者

運動者とは， 体育の立場で 運動者 という視点から捉えられる人のこと を指してい

る。また，スポーツ事業（クラブサービス，プログラムサービス，エリアサービス）をめぐる

運動者の特質から以下のように運動者の分類を捉えることができる。

C運動者（Club）とは， クラブサービスに対応して生じる運動者であり，運動クラブ（サー

クル，同好会を含む）に所属して運動する人々 であり，その特徴としては，運動の仲間関係

を維持すること，また，運動欲求や運動に対する興味，関心が強く自発的な活動意欲も強い こ

とがあげられる。

P運動者（Program）とは プログラムサービスに対応して生じる運動者であり，運動プロ

グラムが提供されたとき，それに参加して運動しようとする人々 であり，その特徴として

は，参加する運動プログラムのタイプや形態により，大きく異なり，一律には決められない こ

とが多いが，これまでの調査資料（主として学校の生徒についてみたもの）では，１.運動欲求

や技能向上に対する欲求はC運動者ほど強くないこと，２.A運動者のように運動を要素化，簡

素化することは少ないこと，３.仲間関係は，そのプログラムに参加している期間（練習も含め

て）しか持続しないこと が指摘されている。本研究では，対象が幼児の親であるため違った傾

向も予想される。また，本研究では，この種の運動者が主要な対象となると思われる。

A運動者（Area）とは， エリアサービス，特に主体的，独立的エリアサービスに対応して生

じる運動者 である。その特徴については，１.行動環境的に近いということに大きく左右さ

れること，また，２.個人的，少人数で運動を行うこと，３.仲間関係の構成が比較的流動性に

富んでいること などの３つの点があげられる。この特徴も，本研究では重要な関係があると予

想している。

S運動者（Stay）とは どのような体育事業があっても，それに接近，参加の行動のない人

人 である。その特徴については，運動の欲求が弱く，体育事業に興味，関心が弱いのみでは

なく，社会的条件にも左右されるという運動拒否の要因が多いこと をあげることができる。こ

の類型に含まれている運動者についても，外発的な動機づけ等との関連で，本研究からの興味

のある問題となろう。

2-2-2 運動者行動

運動者行動とは， 運動の場に接近したり，逃避，離反したり，１つの運動の場から他へ転じ

たり脱退したりなどの行動 であり，運動の場をめぐって運動者がとる行動のことを指してい
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る。

運動者の接近行動については，これまで，運動の効果という立場から利用頻度による運動者

行動の分類が試みられてきた。運動の効果を期待できるほど運動の場に参加する運動者のこと

を実質的運動者（a）といい，運動の効果をあまり期待できない，参加度数が低い運動者を形式

性運動者（c）といい，その中間であり，どちらとも判断しがたい運動者のことを名目性運動者

（b）といわれている 。

運動者の逃避行動については，その原因，可能性という視点からの分類がなされている。抵

抗条件として，１.体育事業やその運営(１），２.運動者の主体的条件(２），３.社会的・環境的

条件(３) の３つがある。

また，接近行動をめぐって，運動者側から運動をし始めてから運動をしている状態になるま

での意思，動機づけという立場から，運動者行動の自立性，他律性 とし，分類がなされてい

る。

2-3 先行研究の概要

2-3-1 スポーツ経営体に関する先行研究

スポーツ経営体に関する先行研究としては，それぞれの民間スポーツ施設が持つ性格に関す

る比較研究があげられる。スポーツ経営体に関する先行研究の中で，民間スポーツ経営体に部

分委託している先行研究はなかった。民間スポーツ施設自体に焦点をあて取り扱っているもの

も数少ないが，以下のものをあげることができる。

佐藤 は，商業スポーツ施設の経営をエリアサービスの性格論の立場から捉え，施設の性格と

ユーザーのニーズの違いを比較して，今後の商業スポーツ施設の経営の手がかりを求めること

を研究の基本的な課題に置き，この課題を検証するために，体育事業論におけるエリアサービ

スの性格論の立場からスイミングを対象としている商業スポーツ施設を取り上げ，施設を利用

すること自体でスイミングを楽しませようとする一般的，主体的スポーツ施設（レジャー志向

型 以下 クラブ）と幼児や婦人，成人のスイミング教室や選手育成を目指す特殊的，従属的

商業スポーツ施設（競技志向型 以下Ⅱクラブ）を取り上げ，施設利用者に対し，多項目選択

法により，アンケート調査を実施した。その結果，１.一般的，主体的施設として捉えられる

クラブのビジターは，指導員の数や技術的能力に対する期待よりも流水プールやウェーブプー

ルなど，施設そのものが持つ魅力でスイミングを楽しめる（運動施設，付帯施設に関する項目

等）に対するニーズが強く，また，２.幼児や婦人等の教室を主体として，その事業の基礎的条

件と設置された特殊的，従属的施設としてのⅡクラブのメンバーは，運動施設としてのプール

や付帯施設としてのシャワー，ロッカールーム等に対するニーズよりも（イベントに関する項

目群），指導，指導者に対する項目群などに強い傾向がみられた。すなわち，運動施設としての

プールを主体とするスイミングの商業施設においても，スポーツとしてのスイミングの楽しみ

方の違いから，その経営の目標や方針が異なることになるという結果に至っている。

文京女子大学研究紀要

第１巻第１号

226

(226)



佐藤の論文は，商業スポーツ施設をスポーツ事業論のエリアサービスの性格論の立場から捉

え，施設の性格と利用者のニーズの違いを比較し，今後の商業スポーツ施設のあり方の手がか

りを探るものとして注目に値する。しかし，それはスイミングスクールに焦点をあてた一部の

実態調査にとどまり，様々な性格を持つ商業スポーツ施設の中の一 察であるとも思える。従

って，今後の課題で示されているように，運動の多様化，個性化に対応する個別的な商業スポ

ーツ施設の経営をエリアサービスの性格論から見直していくことが必要であろう。

2-3-2 エリアサービスへの運動者行動に関する先行研究

近年，自らの健康維持，体力増進のため，また，生涯学習の一環として，スポーツを行う人

口が増加しつつあり，そのため，様々な目的に応じたスポーツ施設のあり方が問われるように

なってきた 。

このような運動の場（フィールド ）に向かう要因，条件としてエリアサービスについての先

行研究は様々な立場から論じられている。本研究においても，エリアサービスへの運動者行動

に関する研究について調べ，運動の場（フィールド）に向かう要因，条件の把握を行った。エ

リアサービスへの運動者行動に関する先行研究として以下があげられる。

１．中村，宇土 は，近隣運動場という日常に最も身近な運動施設を取り上げ，近隣運動場の

概念を明らかにしながら，運動の場（フィールド）へ向かう時間的距離の限界を求めた，先駆

的な研究の１つである。そこでは，時間的距離，物質的距離を問題にしながらも，その他に運

動者自身の持つ条件，施設の持つ条件を加えて吟味しなければならない必要性を指摘している。

２．中村 は，この研究で，エリアサービスへの時間的距離の目安を求めるとともに，他のス

ポーツ事業（この研究ではプログラムサービスの１つとしてスポーツ教室を取り上げている）

との関連に着目して 察を行っている。その結果，エリアサービスだけ行っている施設に対す

る時間的距離は20分ぐらい，他の事業と合わせて行っている施設への時間的距離は30分ぐらい

となっている。このことは，エリアサービスのみではなく，他の事業も合わせて展開されてい

る施設の方が所要時間の点で遠くの者を，そのエリアに動員できることを示している。さらに，

そこでは この利用拡大の効果は，スポーツ教室自体の良し悪しによっても左右されるもので

ある とし，スポーツ教室の問題点を明らかにしている。

３．中村 は地域体育施設の１つであるスイミングスクールに通う利用者を対象とし，その時

間的距離を求めるとともに，利用者の交通手段，その施設への依存度との関連に着目し実態調

査を行っている。（本研究では，利用者の交通手段との関連についてのみ述べることとする。）

その結果，大型交通手段利用者（電車，バス，自動車）の方が小型交通手段利用者（徒歩，自

転車）よりも，所要時間が長いことが明らかになっている。このことから，所要時間の遠い者

を動員するひとつの手立てとして，駐車場完備があげられ，それにより，多くの運動者を集客

できると推測している。

４．中村 は，この研究で公営体育館の開放，学校体育館の開放を研究対象とし，誘致距離の
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比較を行っている。その結果，それぞれの誘致距離は異なっていたが，その原因として 運動

施設の条件 をあげている。運動施設の条件として 遠くの者を体育館のエリアサービスに誘

致し，体育的効果を上げさせたいと えるなら，体育館の運動の場としての構造や規模が良い

ことよりも，むしろ機能的であること，つまり，シャワー設備や更衣室等の付属設備を充実さ

せること が重要になると述べている。

また，総務庁青少年対策本部の 動員から見た施設の特徴 によると，動員力の高いスポー

ツ施設は，付属施設が充実しているという結果も報告されている。

これらの先行研究から，スポーツ施設に向かう要因，条件として１.位置（時間的，物理

的），２.交通の手段，３.施設の魅力をあげることができる。しかし，この３つの相互関係を論

述している先行研究はなく，これらの関連性も えていく必要があろう。

2-4 動機づけ（motivation）

2-4-1 動機づけの概念

動機づけ とは行動を一定の方向に向けて生起させ持続させる過程や機能の全般をさす。行

動は主体が何らかの要求（欲求）を持ち，同時に要求の対象（誘因）が存在する時に生起する

と えられており，さらに行動を出現させるためには目標が必要となるため，動機 行動 目

標という経過を辿る。この過程に行動の直接的な推進力となる 動因 の概念も加えられるこ

とがあり，動機とほぼ同じ意味で使われるが，動因とは要求に基づいた心理的事象について表

す用語であるため，動機の方がより広義である。

2-4-2 動機づけの種類

動機づけには，外発的動機づけと内発的動機づけがあり，それぞれがさらに生理的動機・社

会的動機，感性関連動機・活動関連動機・達成関連動機に類別される。生理的動機は生命維持

に不可欠な動機で，飢え，渇き，呼吸，排泄，睡眠，休息，保温，性などがあげられる。これ

らの生起は身体内部の状態を一定に維持する仕組みであるホメオスタシスに規定され，一次的

欲求ともいわれる。また社会的動機とは，他者が何らかの形で関わるような動機を示し，金銭，

物，社会的地位，名誉，美などがあげられる。これに対し，内発的動機とは，生体を本来活動

的で，たえず環境と相互交渉しつつ自らの有能さを追求していく存在として捉え，環境刺激や

新奇性を求める感性関連動機と，身体活動に関連する活動関連動機，達成関連動機などに分類

される。

2-4-3 内発的動機づけ研究の歴史

1940～50年代の心理学で優勢だった動因低減説drivereductiontheoryへの反論として導入

されたのがきっかけとなり，その後ホワイト（White,R.W.）やハント（Hunt,J.MaV.）などに

よって体系的な概念化が行われた。彼らは動因低減説の枠組み自体を否定し，学習が必要悪と
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して成立するのではなく，生体と環境との快的な相互交渉に内在するものとみなした。しかし，

1970年代に入り，レッパー（Lepper,M.R.）やデシ（Deci,E.L.）といった社会心理学的な志向を

持つ研究者が現れ，内発的動機づけの社会的な規定因に重点がおかれるようになった。今日で

は，内発的動機づけをいっそう促進するにはどのような社会的条件が必要かを明らかにしてい

くことが課題となっている。

2-4-4 外発的動機づけ概念化の歴史

1961年にヤング(Young,P.T.)が，ホワイト(White,R.W.)やコッホ(Koch,S.)らの影響を受け

て自己目的性によって外発的動機づけを区別したのを始め，その後ブルーナー（Burner,J.S.，

1967）らの研究者により，その概念化が進められた。しかし，抑制・促進効果研究が盛んにな

るにつれて認知的動機づけ研究から，自己目的性と手段性によって内発的動機づけと外発的動

機づけの区別がなされるようになり，さらに内生的帰属と外生的帰属の概念も明らかにされた。

2-5 アンケート調査結果

2-5-1 継続年数と魅力要因について

継続年数の長短が，それぞれの魅力要因とどれだけ関連性があるのかを調べたところ，興味

深い結果が得られた。それは，どの継続年数においても 友だちとの交流 が高い値を示した

という点である。先行研究では佐藤が民間スポーツ施設の魅力要因について，継続年数が長い

人ほど，プログラム自体に魅かれることが多いということが明らかにされているが，本研究で

は違った結果が得られた。これは，幼稚園という特殊な場で行っているサービスであること，

また地域に密接した場で行っていることから，周りの友達が行っているのに自分だけ行かない

とひとりぼっちになってしまうとか，遊ぶ友達がいなくなってしまうという子どもの え方に

加えて，親も同じような え方（母親同士の付き合いなど）を持っていることが要因となって

いるように思われる。しかしながら，友達や親を通して自発的なサークルや団体などができる

までには至らなかった。

2-5-2 自由記述について

質問に対しての回答は以下のカテゴリーに分類することができた。

①内面的変化；子どもの精神面での成長や，情緒的な発達，日常生活や性格面における変化

を述べたもの。

②身体的変化；内面的変化に対して，外見上の変化や生物学的な変化を述べたもの。

③その他；子どもの成長や変化を述べたものではなく，現在の様子や客観的な視点或いは親

自身の思いを語ったもの。

さらにそれぞれのカテゴリーを内容別に分類し，その回答数の割合を表したものを次の図４，

５，６にまとめた。
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図４ 内面的変化のカテゴリー分類とその回答率

向上心・努力
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社会性

11％

図５ 身体的変化のカテゴリー分類とその回答率
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2-6 統計処理結果

2-6-1 動機づけと魅力要因との関係

動機づけ質問項目は全部で10問あり，そのうち６問は内発的動機づけ項目，残り４問は外発

的動機づけ項目で構成されている。回答はそれぞれ最も良くあてはまる，あてはまる，どちら

でもない，あてはまらない，全くあてはまらないの５段階評定で答えてもらった。まず，各人

の内発的動機得点，外発的動機得点を算出し，魅力要因との分散分析を行った。その結果は表

２に示した通り，内発的動機及び外発的動機と魅力要因の間には有意な差がみられなかった。

(F＝1,83，df＝200，p＜.05）（F＝0.78，df＝200，p＜.05）

図６ その他のカテゴリー分類とその回答率

親の子に対する思いや願い
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その他

３％

現在の様子
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25
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場所が近い プログラム内容 友達との交流 指導員

IN

OUT

図７ 魅力要因と動機づけ得点平 値
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2-6-2 動機づけと継続年数の関係

次に動機づけと継続年数の関連性を調べるため，2-5-1と同じ方法で分散分析を行った。結果

は表３に示す通りである。内発的動機づけと継続年数の間には有意な差は認められなかったが

（F＝0.96，df＝201，p＜.05），外発的動機づけと継続年数の間には有意な差が認められた（F＝

10.30，df＝201，p＜.05）。

表２ 魅力要因と動機づけとの関連性

Ｎ＝回答者数

Ｍ＝平 得点

M SD

N IN OUT IN OUT

場所が近い 56 23.2 13.3 2.8 2

プログラム内容 57 23.6 12.9 2.2 1.8

友達との交流 47 22.9 13.1 2.8 2.3

指導員 34 24.4 13.6 2.5 2.2

25

20

15

10

5

0
３ケ月未満 ６ケ月 １年 ２年～５年

IN

OUT

図８ 継続年数と動機づけ得点平 値

表３ 継続年数と動機づけの関連性

Ｎ＝回答者数

Ｍ＝平 得点

M SD

N IN OUT IN OUT

３ケ月未満 43 23.3 13.7 2.8 2

６ケ月 37 23.4 12.8 2.4 1.8

１年 52 23.4 13.2 2.1 2

２年～５年 65 24.5 13.3 2.8 2.2
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魅力要因と動機づけの関連性について，内発的動機得点と外発的動機得点では，内発的動機

得点の方がどの項目についても高い値を示しているが，これは質問紙の時点で内発的動機項目

が６つあるのに対して，外発的動機項目は4つであったからだと思われる。しかし，表２からも

分かるように，それぞれの項目間に有意な差はみられなかった。つまり，体育指導を受けるに

あたり，魅力項目と動機づけの間に関連性はみられないことが分かった。次に継続年数と動機

づけの関連性については表３から分かるように外発的動機得点に有意な差がみられた。これは，

幼児が体育指導を受けるようになってから，どのくらいの期間通っているかについて，何らか

の外発的な要因が関わっているということが示唆された。

2-7 察

結果より，まず魅力要因と動機づけの間における関連性であるが，これは魅力要因がどこに

あるかの質問に回答したのは親であって，子ども自身の回答ではなかったことが要因の１つと

えられる。動機づけ質問項目に関しては， お子様といっしょに えて下さい。 という付随

事項があるのに対して魅力要因質問項目ではそうした付随事項を示さなかった。つまり，親が

こうした点に魅力があると感じていても，子ども自身はそこに魅力を感じていなかったり，子

どもが魅力を感じているところに親が気づかないでいることがうかがえる。このような両者の

ズレが有意な差を生み出さなかったのかもしれない。本来，動機づけとはそれが内発的にしろ，

外発的にしろ自分自身の指標であることが前提で，本研究でも動機づけ質問項目では調査対象

者自らの回答を求めたのにもかかわらず，魅力要因質問項目では客観的な視点での質問構成に

してしまった。今後は子ども自身にどのようなところに魅力を感じているのかを尋ね，再度動

機づけとの関連性を検討していく必要があるだろう。

次に継続年数と動機づけとの関連性については，外発的動機得点と有意な差がみられた。こ

れは，学習や課題遂行において内発的動機が重要であると えられてきたこれまでの研究や理

論に反し，興味深い結果が得られた。魅力要因とのクロス集計からどの期間においても 友だ

ちとの交流 が高い値を示したこと，また自由記述の中で内面的変化の積極性や社会性につい

ての回答が多かったことを併せて えると，外発的動機の中でも社会的動機づけの要因が強い

と思われる。そもそも，社会的動機づけの中には達成動機（achievementmotive）・親和動機

（affiliationmotive）・承認動機（approvalmotive）・威光動機（prestigemotive）という４

種類があり，これらの動機はすべて社会的動機づけに含まれる。先の魅力要因や自由記述では

この社会的動機づけからみられる回答が大半を占めていた。このことから，幼児体育において

どのくらい通っているかという継続年数と社会的な動機づけとの間には関連性がみられること

が示唆された。しかし，社会的動機づけがいかにして生じるのかについては，２つの え方が

あり，１つは生理的欲求を満たす手段であったものが目的化したという え方，もう１つは生

理的欲求とは無関係に生じると える立場で，このことから，社会的動機づけは，外発的動機

にも，内発的動機にも含まれるのではないかと思われる点，またどの期間において達成・親和・
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承認・威光のどの動機づけが強化要因になるのかについては，この研究からは明らかにするこ

とができなかった。

２つめは，この研究は幼児期の身体的発達を生かしたフィールドに焦点をあて，生理的欲求

を満たす体育指導サービス利用者が，調査対象者になっていることが えられる。例えば，頭

脳中心となる英会話教室や，早期教育塾或いは感性を問われる音楽教室といった場に比べ，体

育指導サービスは，身体を動かすことが中心となり，これが幼児期の身体的特性に即した内容

であり，睡眠・休息を必要とする状態即ち，生理的欲求を満たすことに繫がる。つまり，外発

的に動機づけられている部分が大きな割合を占めていると えられるであろう。

子ども自身においては特にそうした状態を自ら求めているのではないかということ，また親

は子ども以上にそうした状態を保持し持続しようと えていることがうかがえる。

近年お受験塾や，早期教育ブームは影を潜め，子どもの発達にとって真に大切なものとは何

か，また親が子どもに願うことは何であるのかという，今日の親の子どもに対する え方がこ

の研究を通して少し垣間見えたような気がする。
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